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○基幹的農業従者数の年齢構成（2023年）

○基幹的農業従事者の年齢階層の推移

資料：
・ 農林水産省「農林業センサス」、総務省「国勢調査」により作成。
・ 基幹的農業従事者とは、15歳以上の世帯員のうち、ふだん仕事として主に自営農業に従事している者
（雇用者は含まない）。
・ 昭和35年は農業就業者数（国勢調査）の年齢構成から推計。
  また、昭和55年以前は、平成２年の総農家と販売農家の比率（年齢階層別）から推計。
・ 平成２年までは、16歳以上、平成７年以降は15歳以上。
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基幹的農業従事数：116万人
平均年齢：68.4歳（2022年）

20年後の基幹的農業従事者の
中心となる層

【50代以下：23.8万人(20%)】

資料：農林水産省「農業構造動態調査」（2022年、2023年は概数値）
注：基幹的農業従事者とは、15歳以上の世帯員のうち、ふだん仕事として主に自営農業に従事している

者（雇用者は含まない）。



食料・農業・農村政策の新たな展開方向に基づく
具体的な施策の内容

（R5.12.27 第６回食料安定供給・農林水産業基盤強化本部決定）

Ⅱ 政策の新たな展開方向

岸田総理発言（抜粋）

スマート農業については、人口減に伴う農業者の急減が見込
まれる中で、実用化を加速するため、展開方向に記載されてい
る施策について、以下のとおり具体化を進める。

① 技術の研究開発の段階では、国が主導で実装まで想定し
た重点開発目標を明確にした上で、これに沿って研究開発
等に取り組むスタートアップ等の事業者に対する農研機構
の施設供用等を通じた産学官連携の強化により研究開発
等を促進する。

② 生産現場においても、スマート技術の活用を支援するサー
ビス事業体等と連携しながら、スマート技術に適合した栽培
体系の見直し等の生産・流通・販売方式への転換を促す。

さらに、これらを税制・金融等により一体的に支援できるよう、
令和６年の通常国会への提出も視野に、法制化を進める。

３ 農業の持続的な発展
（５）生産性の向上に資するスマート農業の実用化等

会議のまとめを行う岸田総理

（前略）このため、農政の憲法と位置付けられる、
食料・農業・農村基本法について、制定から四半世
紀を経て初の本格的な改正を行います。あわせて、こ
れを実現していくため、不測時の食料安全保障の強
化、農地の総量確保と適正・有効利用、食品原材
料の調達安定化、スマート農業の振興に向けた法整
備を行います。

坂本農林水産大臣においては、基本法改正案及
び関連法案の来年の通常国会への提出を目指し、
作業を加速するとともに、関係大臣と協力して、工程
表に基づく各般の施策を着実に進めてください。

（R5.12.27 第６回食料安定供給・農林水産業基盤強化本部）

食料・農業・農村政策の新たな展開方向
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収穫ロボット＋果樹の省力樹形（りんごの例）

スマート農業技術の導入に合わせた農業現場の変革

〇 従来のやり方のままでスマート農業技術を導入しても生産性向上につながりにくいことから、例えばアスパラガスでは高畝栽培への
変更や立茎数の削減、りんごでは直線的に配置された省力樹形を導入するなど、これまで一般的に行われてきた人手による作業を前
提としたやり方を変革することにより、自動収穫ロボット等のスマート農業機械が最大限の能力を発揮。

収穫ロボット＋栽培方法の見直し（ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽの例）

将来の姿現状

樹木がほ場内に散在
作業動線が複雑で機械作業が困難

省力樹形とし、直線的に配置するこ
とにより、機械作業が容易に

自動収穫ロボットの導入
ひとつひとつ目視で確認しながらの
人手による収穫作業

将来の姿現状

作業動線が複雑で機械導入や栽培
管理が困難

ほ場の規格が一定で、通路幅が広
いことにより、機械導入・栽培管理が
容易に

自動収穫ロボットの導入
立茎数を減らすことにより、ロボットが
アスパラを容易に認識・アクセス可能に

ひとつひとつ目視で確認しながらの
人手による収穫作業

通常
(３本/株)

見直し
(２本/株)

スマート農業技術の導入に合わせて農業現場も変わることで、人口減少下においても生産水準の維持が可能に 4

出典：東京大学、(株)デンソー



① 作業の自動化
ロボットトラクタ、スマホで操作する水田の水管理システムなど
の活用により、作業を自動化し人手不足の解消が可能に

② 情報共有の簡易化
位置情報と連動した経営管理アプリの活用により、
作業の記録をデジタル化・自動化し、熟練者でなくても
生産活動の主体になることが可能に

③ データの活用
ドローン・衛星によるセンシングデータや気象データの
AI解析により、農作物の生育や病虫害を予測し、
高度な農業経営が可能に

「農業」× 「先端技術」=「スマート農業」

スマート農業の効果

「スマート農業」とは、「ロボット、AI、IoTなど先端技術を活用する農業」のこと。

※Society5.0：政府が提唱する、テクノロジーが進化した未来社会の姿

データ連携基盤

※内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP第Ⅱ期）「スマートバイオ産
業・農業基盤技術」において開発。令和５年度から運用を開始。

スマート農業に必要なデータを連携・共有・提供。
農業データ連携基盤

生産から加工・流通・販売・消費に至るデータを連携。
スマートフードチェーンプラットフォーム

連携

スマート農業について

※内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP第Ⅰ期）「次世代農林水
産業創造技術」において開発。令和元年度から運用を開始。
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「生産現場の課題を先端技術で解決する！農業分野におけるSociety5.0※の実現」



自動運転 作業軽減 センシング/モニタリング 環境制御 経営データ管理 生産データ管理

【スマート農業関係の技術（例）】

経営・生産管理システム
 ほ場や品目ごとの作業実績を見える化
 記録した情報をもとに、生産コストの見える化や栽培計
画・方法の改善、収量予測等に活用可能

 機能を絞った安価な製品から、経営最適化に向けた分析
機能等が充実した製品まで幅広く存在

家畜の生体管理
システム

 牛の分娩兆候や反芻
状況、生乳量等など情
報を一元管理

（技術イメージ）
航空画像マップで圃場見える化

ロボットトラクタ
 有人－無人協調システムにより、作業時間の短縮や１人
で複数の作業が可能
（例：無人機で耕耘・整地、有人機で施肥・播種）

 １人当たりの作業可能⾯積が拡大し、大規模化に貢献

自動操舵システム
 自動で正確に作業できるため、大区画
の⻑い直線操作などでも作業が楽にな
る。⾮熟練者でも熟練者と同等以上の
精度、速度で作業が可能

 作業の重複幅が減少し、単位時間あた
りの作業⾯積が約10〜25％増加

収量センサ付き
コンバイン

 収穫と同時に収量・水
分量等を測定し、ほ場
ごとの収量・食味等のば
らつきを把握

 翌年の施肥設計等に
役立てることが可能

リモコン草刈り機
 急傾斜地等での除草
作業で使用可能な、リ
モコンにより遠隔操作す
る草刈機

ドローン/人工衛星
 センシングによりほ場間
のばらつきを把握し、適
肥やばらつき解消により
収量が増加

水管理システム
 ほ場の水位・水温等を各種センサーで自
動測定し、スマートフォン等においていつで
もどこでも確認が可能

（技術イメージ）
人は斜面に立つことなく操作

ハウス等の
環境制御システム
 データに基づきハウス内
環境を最適に保ち、高
品質化や収量の増加・
安定化が可能

（技術イメージ）
設定や実測に基づき自動制御

農業データ連携基盤（データ連携プラットフォーム）

スマート農業技術について

○ ロボット、AI、IoT等の先端技術の著しい進展を背景に、農業分野においても、生産性向上に貢献する
スマート農業（欧米では精密農業）が国内外で進められてきた。
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